
https://jukensansuu.org 

 

道の開通・長方形 

 

 図１のように，同じ大きさの正方形を長方形のかたちに組みあわせて，道を作ります。次に，図２のよう

に正方形を１つ選んで，縦に通る道を１本増やします。 

 

   図１                   図２ 

 

 

 

 

 

 

（１）図１の道について次の問いに答えなさい。 

 ① 図１の左下の●から右上の●まで，遠回りせずに進む道順は，何通りありますか。 

 

 ② 図２のように道を１本増やすと，左下の●から右上の●まで，遠回りせずに進む道順は，何通りにな

りますか。 

 

（２）図３において，正方形を１つ選んで道を１本増やしたところ，左下の●から右上の●まで，遠回りせ

ずに進む道順は１０５１０５通り増えました。選んだ正方形として考えられるものすべてに○をつけな

さい。 

 

   図３ 
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道の開通・長方形 （１）①２１０.通り ② ２３４通り （２）解説参照 

 

（１）解説省略 

 

（２）まず，（１）②を例に考えます。新たに増やした道を通る場合，図①の太線部分を必ず通過します。

かげをつけた部分の進み方は，全部で４辺進むうちの１回だけ上に進むので４通り， 

斜線部分の進み方は，全部で４辺進むうちの２回だけ上に進むので，４Ｃ２＝
４×３

２×１
＝６（通り）です。

あわせて４×６＝２４（通り）の道順になるので，２１０＋２４＝２３４（通り）です。同様の方法で

（２）を考えます。 

   素因数分解をすると，１０５１０５＝３×５×７×７×１１×１３です。図②のかげをつけた部分の

道順を□Ｃ〇，斜線部分の道順を△Ｃ☆とすると，次のことが成り立ちます。 

   □Ｃ〇×△Ｃ☆＝３×５×７×７×１１×１３， 

   〇＋☆＝９－１＝８， 

   □＋△＝９＋１５－２＝２２ 

 

   図①             図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

   まず，素因数の１３に注目します。１３を□Ｃ〇の素因数とすると，□は１３以上の整数なので， 

（□，△）の組みあわせは，（１３，９），（１４，８），（１５，７），（１６，６）が考えられます。素

因数の１７が含まれないことから，（１７，５），（１８，４），（１９，３），…では，１７が残るので，

不適切です。 

 次に，７が２つ含まれることを考えます。１３Ｃ〇が素因数として７を含むことはあり得ない（１３

Ｃ７は１３Ｃ６と等しく，素因数の７を含まない。１３Ｃ８なども同じ）ので，（１３，９）で７が２

つ含まれるのは不可能です。また，（１６，６）でも７が２つ含まれるのは不可能です。 

 よって，（１４，８），（１５，７）の２つの場合を考えます。  
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  （□，△）＝（１４，８）の場合 

   □Ｃ〇×△Ｃ☆＝１４Ｃ〇×８Ｃ☆＝３×５×７×７×１１×１３となるので，素因数の 

１１は１４Ｃ〇に含まれます。よって，〇は４以上の整数です。 

  １４Ｃ４×８Ｃ４＝
１４×１３×１２×１１

４×３×２×１
×

８×７×６×５

４×３×２×１
＝２×５×７×７×１１×１３， 

  １４Ｃ５×８Ｃ３＝
１４×１３×１２×１１×１０

５×４×３×２×１
×

８×７×６

３×２×１
は素因数５が消えるので不適切， 

  １４Ｃ６×８Ｃ２，１４Ｃ７×８Ｃ１も素因数の５が消えるので不適切です。 

 

（□，△）＝（１５，７）の場合 

   □Ｃ〇×△Ｃ☆＝１５Ｃ〇×７Ｃ☆＝３×５×７×７×１１×１３となるので，素因数の 

１１は１５Ｃ〇に含まれます。よって，〇は５以上の整数です。 

  １５Ｃ５×７Ｃ３＝
１５×１４×１３×１２×１１

５×４×３×２×１
×

７×６×５

３×２×１
＝３×５×７×７×１１×１３， 

  １５Ｃ６×７Ｃ２＝
１５×１４×１３×１２×１１×１０

６×５×４×３×２×１
×

７×６

２×１
＝３×５×７×７×１１×１３， 

  １５Ｃ７×７Ｃ１は素因数の７が２個残らないので，不適切です。 

 

   以上より，条件を満たすのは１５Ｃ５×７Ｃ３と１５Ｃ６×７Ｃ２です。図③の４通りがこれにあて

はまるので，図④が答えとなります。 

 

図③                               図④（解答） 
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